
共用品推進機構だより ２００８年（５０） ３月２８日 

 

目次 

 

（２９２）賛助会員ニュース 

 

▽「障害の壁払い、共に遊ぶ／タカラトミー 安全・環境統括室係長 

  高橋玲子さん」 

 

（２９３）製品関連記事 

 

▽「ユニバーサルデザインを採用し、全開口を実現した引戸を発売／トステム」 

 

（２９４）行政関連記事 

 

▽「“高齢者も社会の支え手・担い手の側にまわるべき”に 88.5％の支持－ 

 高齢社会対策に関する特別世論調査／内閣府」 

▽「県障がい福祉課にテレビ電話設置／山形県」 

▽「車いすロボットが病院案内 九大病院で実験／九州大学・福岡市」 

 

（２９５）その他、各種関連記事 

 

▽「障害者雇い生産性向上 従業員に占める比率１割／赤羽金属製作所」 

 

（２９６）新刊紹介 

 

▽『自閉症と遊び』 

▽『アスペルガー症候群＜高機能自閉症＞の子どもを育てる本 イラスト版 

 学校編』 

▽『発達障害はじめの一歩 特別支援教育のめざすもの』 

▽『福祉社会の再構築 人と組織と地域を結んで』 

▽『よくわかる社会福祉 第６版』 

▽『現代社会福祉用語の基礎知識 第８版』 

 

---------------------------------------------------------------------- 

 

（２９２）賛助会員ニュース 

 

▼「障害の壁払い、共に遊ぶ／タカラトミー 安全・環境統括室係長 

  高橋玲子さん」 

 

  ケーキの生クリームはさわると崩れるし、空の雲は遠くにありすぎて届か 

 ない―。目の見えない子どもにとって、遠くにあるものや形のわからないも 

 のを理解するのは難しい。「でも形のあるおもちゃなら、手でさわって分か 

 ってもらえるんです」。全盲の視覚障害者という立場から、目や耳の不自由 

 な子どもと一緒に楽しめるおもちゃ「共遊玩具」の開発や普及活動に取り組 

 んできた、株式会社タカラトミー、安全・環境統括室係長の高橋玲子さん。 

 改良点などをアドバイスしたおもちゃは、他者製品を含め 1,962 点に及ぶ。 

 「障害のある子とない子。一緒に楽しく遊んだ子どもたちは、大人になって 

 からきっと豊かな社会を作ることができると信じています」と語る。 

  共用品推進機構だより 47 号でご紹介した上記記事ですが、朝日新聞英字版 

 にも翻訳されて掲載されています。 

 （The Asahi Shimbun ・2008 年 3 月 22-23 日<土日版>・33 面） 

 



---------------------------------------------------------------------- 

 

（２９３）製品関連記事 

 

▼「ユニバーサルデザインを採用し、全開口を実現した引戸を発売／トステム」 

 

  サッシ・住設機器・建材の総合メーカー、トステム株式会社は、ユニバー 

 サルデザインを採用したマルチスライドドア「ガゼリアＮ」（引戸）を開発、 

 全国で販売開始した。新製品は、勝手口、ビルトインガレージ、バルコニー 

 などの様々な出入り口に設置でき、またドアの開閉によるデッドスペースが 

 無くなることで、より効率的なスペース活用を提案する、勝手口引戸におい 

 て業界初の「全開口」を実現している。 

 http://www.fukushi.com/news/2008/03/080326 -a.html  

 （ふくしチャンネル・2008 年 3 月 26 日） 

 

---------------------------------------------------------------------- 

 

（２９４）行政関連記事 

 

▼「“高齢者も社会の支え手・担い手の側にまわるべき”に 88.5％の支持－ 

 高齢社会対策に関する特別世論調査／内閣府」 

 

  内閣府は、「高齢社会対策に関する特別世論調査」の結果概要を公表した。 

 調査は 2005 年９月に実施し、調査対象としたのは、全国の 20 歳以上 3000 人で、 

 有効回収数は 1896 人（回収率 63.2％）だった。高齢者も社会の支え手・担い 

 手の側にまわるべきという見方について聞いたところ、「そう思う」が 88.5％と、 

 圧倒的に賛成意見が多かった。いっぽう、「そうは思わない」は 8.0％だった。 

 http://www.fukushi.com/news/2008/03/080321 -a.html  

 （ふくしチャンネル・2008 年 3 月 21 日） 

 

▼「県障がい福祉課にテレビ電話設置／山形県」 

 

  県障がい福祉課は、聴覚障害者の利便性を図るため、課内にテレビ電話を 

 設置した。行政情報に関する問い合わせや相談の際、聴覚障害者はこれまで 

 直接足を運ぶなどしていたが、画面を通じて手話で話せるようになる。関係 

 団体の要望などを受けて設置。同課の手話通訳者が対応し、福祉関係以外の 

 問い合わせの窓口としても機能する。来庁の手間や、ファクスでのやりとり 

 に掛かる時間を省け、同課は「手話通訳者がいる県有施設にも今後、設置を 

 検討する」としている。 

 （山形新聞・2008 年 3 月 21 日） 

 

▼「車いすロボットが病院案内 九大病院で実験／九州大学・福岡市」 

 

  九州大学と福岡市の外郭団体「九州システム情報技術研究所」のプロジェ 

 クトチームは 26 日、患者を乗せて病院内を自走し診察室などへ案内する「車 

 いすロボット」の実証実験を福岡市の九大病院で公開した。開発担当者によ 

 ると、「実用化した病院はなく珍しい取り組み」で「患者の案内に付き添う 

 医師や看護師を減らせ、患者と病院側の双方が治療に専念できる」と将来の 

 運用開始に期待している。 

 （中日新聞・2008 年 3 月 26 日） 
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（２９５）その他、各種関連記事 



 

▼「障害者雇い生産性向上 従業員に占める比率１割／赤羽金属製作所」 

 

  障害者が従業員の約１割に達する自動車部品メーカーが東京都北区にある。 

 赤羽金属製作所の野本吉之助社長は「障害を持つ社員の真剣に働く姿が、健 

 常な社員の刺激になる」と語る。法律で定めた障害者雇用率を満たしていな 

 い企業が多いなか、同社は生産性向上や事故防止につなげている。障害を持 

 つ社員が無理なく働けるようにする工夫が生産性向上につながり、健常者を 

 含むすべての従業員の安全確保にも貢献している。 

 （日経産業新聞・2008 年 3 月 24 日・20 面より一部抜粋） 

 

---------------------------------------------------------------------- 

 

（２９６）新刊紹介 

 

▼『自閉症と遊び』 

 

  自閉症児の実際の遊び方を学びながら、新しいソーシャル・スキルを身に 

 つける遊び活動を創造するための手引書。自閉症についての基礎的理論の解 

 説と保育・教育指導プログラムの基本的視点を提供する。 

  著：ヤニク・バイヤ ローネ・ガメルトフト 

  発行：クリエイツかもがわ 

  本体価格：1,800 円 

  ISBN ：978-4-902244-92-2 

 

▼『アスペルガー症候群＜高機能自閉症＞の子どもを育てる本 イラスト版 

 学校編』 

 

  アスペルガー症候群（高機能自閉症）の子どもが学校で感じる苦痛と困難 

 の数々。友だち付き合い、各科目ごとのポイントなど、学校生活でのアドバ 

 イスと注意点が満載。気になる進学のことまで徹底解説。 

  監修：佐々木 正美（ささき・まさみ） 

  発行：講談社（健康ライブラリー） 

  本体価格：1,200 円 

  ISBN ：978-4-06-259422-6 

 

▼『発達障害はじめの一歩 特別支援教育のめざすもの』 

 

  ＡＤＨＤ、アスペルガー症候群、ＬＤといった障害の症状、ケア、解説、 

 ４コママンガを収録。そうした子どもたちのサポートのため、実際に何がで 

 きるのヒントと、特別支援教育について紹介する。 

  著：石崎 朝世（いしざき・あさよ） 藤井 茂樹（ふじい・しげき） 

  発行：尐年写真新聞社 

  本体価格：1,200 円 

  ISBN ：978-4-87981-254-4 

 

▼『福祉社会の再構築 人と組織と地域を結んで』 

 

  大学や企業がそれぞれの地域において、新たな福祉実践の担い手となる道 

 を模索。その多様な方法論と事例から、地域に密着した福祉実践とその新し 

 い価値について提案し、これからの福祉社会の姿とそれを担う主体を展望す 

 る。 

  編著：小國 英夫（おぐに・ひでお） 小笠原 慶彰（おがさわら・よしあき） 

  発行：ミネルヴァ書房 



  本体価格：4,500 円 

  ISBN ：978-4-623-05081-9 

 

▼『よくわかる社会福祉 第６版』 

 

  はじめて社会福祉を学ぶ人を対象に、社会福祉を学習する際にポイントと 

 なる項目を取り出し、それを簡単に解説することで、社会福祉の大枠を理解 

 できるように構成する。基礎概念やとりまく状況、歴史と展開などを収録。 

  編：山縣 文治（やまがた・ふみはる） 岡田 忠克（おかだ・ただかつ） 

  発行：ミネルヴァ書房（やわらかアカデミズム・＜わかる＞シリーズ） 

  本体価格：2,400 円 

  ISBN ：978-4-623-05162-5 

 

▼『現代社会福祉用語の基礎知識 第８版』 

 

  国家試験並びに資格試験に準じた用語を配した、便利で手軽なハンディタ 

 イプの社会福祉専門用語集。受験・教育・実践に役立つ 1625 項目を収載。諸 

 法律の制定・改正に伴い、項目の追加と内容の変更を行った第８版。 

  編集代表：成清 美治（なりきよ・よしはる） 加納 光子（かのう・みつこ） 

  発行：学文社 

  本体価格：1,980 円 

  ISBN ：978-4-7620-1753-7 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

（編集後記） 

・あと３日で、１９年度が終わり２０年度になると、機構は設立１０年目に 

 入ります。 

 継続事業を大切にしながら、新たなことにもおおいに挑戦する１０年に 

 したいと考えています。 

 ９年間と感謝と、あらためてどうか よろしくご指導 よろしく 

 お願いいたします。（星川） 

 

 http://kyoyohin.org/  

 


